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(57)【要約】
【課題】スピーカアレイの設置方向が変更された場合で
あっても、聴取位置に音声ビームを到達させることがで
きるスピーカ装置を提供する。
【解決手段】回転角度センサ１４を設ける。ユーザは、
ユーザＩ／Ｆ１１を用いて、室内形状、スピーカ装置の
設置位置を入力する。制御部１２は、ユーザＩ／Ｆ１１
から入力された値と、回転角度センサ１４から入力され
る値と、に基づいて信号処理部１５を制御し、音声ビー
ムの出力角度を調整する。例えば、「基準角度時の出力
角度－角度変化」を調整後の出力角度とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数チャンネルの音声ビームを出力するスピーカアレイを備えたスピーカ装置であって
、
　予め設定した基準角度に対する放音面の角度変化を検出する角度検出手段と、
　前記角度変化に応じて、前記音声ビームの出力角度を調整する調整手段と、
　を備えたスピーカ装置。
【請求項２】
　前記調整手段は、センタチャンネルの音声ビーム以外の音声ビームの出力角度を調整す
る請求項１に記載のスピーカ装置。
【請求項３】
　前記調整手段は、水平方向および垂直方向に音声ビームの出力角度を調整する請求項１
、または請求項２に記載のスピーカ装置。
【請求項４】
　複数チャンネルの音声ビームを出力するスピーカアレイを備えたスピーカ装置と、当該
スピーカ装置に一体型に構成されるテレビと、からなるスピーカシステムであって、
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の角度検出手段を、前記テレビに内蔵させ、
　前記テレビは、前記角度変化の値を前記スピーカ装置に送信する送信手段を備え、
　前記スピーカ装置は、前記テレビから前記角度変化の値を受信する受信手段と、
　前記角度変化に応じて、前記音声ビームの出力角度を調整する調整手段と、
　を備えたスピーカシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音声ビームを出力するスピーカアレイを備えたスピーカ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、音声をビーム化して出力するスピーカアレイが知られている。図１（Ａ）に示す
ように、このスピーカアレイを用いて、壁面で音声ビームを反射させ、マルチチャンネル
サラウンド音声の各チャンネルを聴取者（ユーザ）の後方等から到達させることが行われ
ている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　各チャンネルの音声ビームが壁面に反射してユーザに到達するためには、スピーカアレ
イの設置位置と聴取位置に応じて、音声ビームの出力角度を調整しなければならない。そ
こで、聴取位置にマイクを設置して音声ビームをスイープさせ、収音した音声のレベルか
ら音声ビームが到達する角度を求め、出力角度を自動設定するものが提案されている（例
えば特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００４－３６３６９５号公報
【特許文献２】特開２００６－１３７１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、図１（Ｂ）に示すように、ユーザがスピーカアレイに接触する等して、スピー
カアレイの設置方向が変わると、音声ビームの壁面に対する角度が変更され、聴取位置に
音声ビームが到達しなくなってしまう。
【０００５】
　また、水平方向や垂直方向に回転するテレビと一体型のスピーカアレイであった場合、
テレビの回転に応じてスピーカアレイも回転してしまう。そのため、やはり同図（Ｂ）の
ように聴取位置に音声ビームが到達しなくなってしまう。
【０００６】
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　なお、スピーカアレイの設置方向が変わる度に、特許文献２の装置のような測定を行っ
ていてはユーザにとって非常に煩わしいものである。
【０００７】
　そこで、この発明は、スピーカアレイの設置方向が変更された場合であっても、聴取位
置に音声ビームを到達させることができるスピーカ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明のスピーカ装置は、複数チャンネルの音声ビームを出力するスピーカアレイを
備えたスピーカ装置であって、予め設定した基準角度に対する放音面の角度変化を検出す
る角度検出手段と、前記角度変化に応じて、前記音声ビームの出力角度を調整する調整手
段と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　このように、回転角度センサを設け、基準面からの角度変化（設置方向の変化）を検出
し、音声ビームの出力角度を調整するため、スピーカ装置の設置方向が変更された場合で
あっても、聴取位置に音声ビームを到達させることができる。
【００１０】
　また、前記調整手段は、センタチャンネルの音声ビーム以外の音声ビームの出力角度を
調整するように構成することも可能である。
【００１１】
　スピーカ装置の設置方向が変更されても、その方向にユーザが移動し、相対的な位置関
係が変化しなければ、センタチャンネルについては出力角度を調整する必要がない。その
ため、センタチャンネル以外の音声ビームについて調整する態様とする。
【００１２】
　また、前記調整手段は、水平方向および垂直方向に音声ビームの出力角度を調整するよ
うに構成することも可能である。
【００１３】
　この場合、音声ビームを垂直方向にも変更（チルト）する。例えば、薄型テレビの壁掛
けマウント等、垂直方向にも角度を変更する器具に取り付けられた場合であっても、聴取
位置に音声ビームを到達させることができる。
【００１４】
　また、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の角度検出手段をテレビに内蔵させる態
様も可能である。この場合、テレビは、角度変化の値をスピーカ装置に送信し、スピーカ
装置は、受信した角度変化に応じて、前記音声ビームの出力角度を調整する。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、回転角度センサを設け、基準面からの角度変化（設置方向の変化）
を検出し、音声ビームの出力角度を調整するため、スピーカアレイの設置方向が変更され
た場合であっても、聴取位置に音声ビームを到達させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態に係るスピーカ装置について説明する。図２（Ａ）は、本実施
形態のスピーカ装置の構成を示すブロック図であり、同図（Ｂ）は、スピーカ装置の外観
図である。
【００１７】
　同図（Ｂ）に示すように、スピーカ装置１は、水平方向に所定角度（例えば±４５度）
回転するものであり、回転角度に応じて音声ビームの出力角度を調整するものである。
【００１８】
　同図（Ａ）に示すように、スピーカ装置１は、ユーザＩ／Ｆ１１、制御部１２、メモリ
１３、回転角度センサ１４、信号処理部１５、およびスピーカアレイ１６（スピーカユニ
ット１６１～１６８）を備えている。制御部１２には、ユーザＩ／Ｆ１１、メモリ１３、
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回転角度センサ１４、および信号処理部１５が接続され、信号処理部１５にはスピーカア
レイ１６の各スピーカユニット１６１～１６８が接続されている。
【００１９】
　回転角度センサ１４は、ロータリエンコーダ等からなり、スピーカ装置１の回転角度を
検出する。回転角度センサ１４は、検出した回転角度に応じた値を制御部１２に出力する
。
【００２０】
　ユーザＩ／Ｆ１１は、本体に備え付けられた操作ボタンやリモコン等からなり、ユーザ
の操作を受け付けるものである。ユーザＩ／Ｆ１１は、ユーザの操作に応じた操作信号を
制御部１２に送信する。ユーザは、例えば、室内形状（部屋のサイズ）、スピーカ装置の
壁からの距離、視聴位置（スピーカ装置との相対距離）を入力する。なお、スピーカ装置
１がテレビに接続されていれば、このテレビに入力用の画面を表示すればよい。また、ス
ピーカ装置１のＯＳＤ上に表示してもよい。
【００２１】
　制御部１２は、ユーザＩ／Ｆ１１から入力された値と、回転角度センサ１４から入力さ
れた値と、に基づいて信号処理部１５を制御し、音声ビームの出力角度を調整する。信号
処理部１５は、制御部１２の制御に応じて、入力される音声信号に所定のディレイを付与
して分配し、遅延後の音声信号をスピーカアレイ１６の各スピーカユニット１６１～１６
８に供給する。信号処理部１５は、このディレイ量を変更することで、複数方向に音声ビ
ームを出力することができ、出力角度を調整することができる。本実施形態では、マルチ
チャンネルサラウンド音声の音声ビームを出力する。
【００２２】
　図３は、音声ビームの出力角度調整を示した図である。同図（Ａ）に示す状態を基準状
態（基準角度）とする。制御部１２は、ユーザが室内形状やスピーカ設置位置（壁からの
距離および視聴位置との相対距離）を入力したとき、現時点の回転角度を基準角度とし、
メモリ１３に記録する。
【００２３】
　制御部１２は、室内形状とスピーカ設置位置に基づいて、音声ビームの壁面反射の角度
を計算し、全チャンネルの音声ビームの出力角度を決定する。その後、決定した角度に基
づいて信号処理部１５のディレイ量を制御し、音声ビームを出力する。なお、ユーザの数
値入力に代えて、マイクを用いて室内の壁面との距離、および聴取位置との関係を測定し
、出力角度を決定してもよい。例えば、テスト用の音声ビームを室内にスイープさせ、マ
イクが収音した音声のレベルがピークを示すときの角度を記録し、これらの角度に出力角
度を調整する。この場合においても、ユーザＩ／Ｆ１１からの入力（テスト指示）があっ
たときの基準角度をメモリ１３に記録する。
【００２４】
　その後、制御部１２は、回転角度センサ１４からの値が、基準角度からずれた場合、こ
の基準角度からの角度変化に応じて、各音声ビームの出力角度を調整する。その結果、同
図（Ｂ）に示すように、視聴位置に各音声ビームが到達することとなる。
【００２５】
　図４は、角度調整方法の例を示した図である。なお、同図においては説明を容易にする
ためにフロントＬ（ＦＬ）チャンネルの音声ビームのみ示している。同図では、基準角度
からの角度変化をθ、基準角度時のＦＬチャンネルの音声ビームの出力角度をαとしてい
る。
【００２６】
　制御部１２は、回転角度センサ１４から入力された角度の値に応じて、基準角度からの
角度変化θを計算し、この角度変化θに応じて出力角度を計算する。すなわち、「基準角
度時の出力角度α－角度変化θ」を出力角度とする。これを全チャンネルの音声ビームに
ついて設定することで、視聴位置に音声ビームを到達させることができる。
【００２７】
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　なお、図５に示すように、制御部１２は、最初に基準角度を記録するときに、全角度変
化に対するディレイ量を予め計算し、メモリ１３にテーブルとして記憶しておく。図５は
、角度変化と各スピーカユニットに設定するディレイ量の関係を示したものである。なお
、同図に示す数値は、説明のための一例を示したものであり、実際の装置で設定されるデ
ィレイ量ではない。
【００２８】
　同図に示すように、制御部１２は、基準角度時の音声ビームの出力角度を計算し、全ス
ピーカユニットに設定するディレイ量を計算する。また、全角度変化（同図の例では分解
能を５度としている）に対するディレイ量の計算を行う。このような角度変化とディレイ
量の関係を示したテーブルを、全チャンネルの音声ビームについて計算し、メモリ１３に
記憶しておく（図５はフロントＬチャンネルのみ示したものである）。実際にスピーカ装
置が回転したときには、メモリ１３からテーブルを読み出すことでディレイ量を設定する
。
【００２９】
　次に、図６は、音声ビームの出力角度調整の他の例を示した図である。図３に示した例
との違いは、視聴位置が変化し、スピーカ装置と視聴位置の相対位置（相対距離）が変化
しないことである。この例においても、上記と同様、制御部１２は、図６（Ａ）に示す回
転角度を基準角度とし、メモリ１３に記録する。
【００３０】
　この例においても、制御部１２は、回転角度センサ１４からの値が、基準角度からずれ
た場合、この基準角度からの角度変化に応じて、各音声ビームの出力角度を調整する。こ
こで、制御部１２は、図６（Ｂ）に示すような音声ビーム経路となるように、図４とは異
なる手法で出力角度を調整する。
【００３１】
　図７は、角度調整方法の他の例を示した図である。なお、同図においても説明を容易に
するためにＦＬチャンネルの音声ビームのみ示している。同図では、基準角度からの角度
変化をθ、基準角度時のＦＬチャンネルの音声ビームの出力角度をα、基準角度と出力角
度との差をβとしている。
【００３２】
　この場合、制御部１２は、スピーカ装置との相対距離Ｌが変化していないとみなし、出
力角度を計算する。すなわち、基準角度と出力角度との差βは、「β＝ｔａｎ－１｛（２
ａ－Ｌｓｉｎθ）／Ｌｃｏｓθ｝」で表される。ここで、制御部１２は、計算された角度
差βの値に応じて、新たな基準角度（角度変更後のスピーカ装置の正面）に対する出力角
度γ（γ＝β－θ）を計算し、このγを新たな出力角度とする。これを全チャンネルの音
声ビームについて設定することで、視聴位置に音声ビームを到達させることができる。た
だし、スピーカ装置と視聴位置との相対位置が変化していないため、センタ（Ｃ）チャン
ネルの音声ビームは変化させず、それ以外の音声ビームの出力角度を調整する。
【００３３】
　なお、制御部１２は、角度変化の値に応じて図３と図６の調整態様を切り替える。例え
ば、角度変化が±５度以内であれば図３および図４に示した出力角度の調整を行い、角度
変化が±５度より大きければ図６および図７に示した出力角度の調整を行う。角度変化が
小さい場合は、ユーザがスピーカアレイに接触する等してスピーカ装置の設置方向が変更
されただけで、視聴位置は変更されていないと判断する（例えばユーザがスピーカ装置を
元の角度に戻したつもりが戻っていなかった、とする）。よって、センタチャンネルも含
めた全チャンネルの音声ビームの出力角度を調整し、視聴位置に音声ビームが到達するよ
うに調整する。一方、角度変化が大きい場合は、ユーザが視聴位置を変更し、スピーカ装
置を自身の正面に向けて回転させた（相対位置が変化していない）と判断する。よって、
センタチャンネル以外の音声ビームの出力角度を調整する。また、ユーザからの指示によ
り、これらの調整態様を切り替えるようにしてもよい。
【００３４】
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　次に、図８は、音声ビームの出力角度調整の変形例を示した図である。図６に示した例
との違いは、視聴位置が紙面左方向に（室内左壁面側に）平行移動し、スピーカ装置と視
聴位置の相対位置（相対距離）が変化することである。この例においても、上記と同様、
制御部１２は、図８（Ａ）に示す回転角度を基準角度とし、メモリ１３に記録する。
【００３５】
　この例においても、制御部１２は、回転角度センサ１４からの値が、基準角度からずれ
た場合、この基準角度からの角度変化に応じて、各音声ビームの出力角度を調整する。こ
こで、制御部１２は、図８（Ｂ）に示すような音声ビーム経路となるように、図７とは異
なる手法で出力角度を調整する。
【００３６】
　図９は、角度調整方法の変形例を示した図である。なお、同図においても説明を容易に
するためにＦＬチャンネルの音声ビームのみ示している。同図においても、基準角度から
の角度変化をθ、基準角度時のＦＬチャンネルの音声ビームの出力角度をα、基準角度と
出力角度との差をβとしている。
【００３７】
　この場合、制御部１２は、回転角度センサ１４から入力された角度の値に応じて、基準
角度からの角度変化θを計算し、室内形状やスピーカ設置位置に応じて、出力角度を計算
する。すなわち、室内の幅（スピーカ設置位置と室内横壁面の距離）をａ、視聴位置との
相対距離をＬとすると、上記基準角度と出力角度との差βは、「β＝ｔａｎ－１｛（２ａ
－Ｌｓｉｎθ）／Ｌ｝」で表される。ここで、制御部１２は、計算されたβの値に応じて
、新たな基準角度（変更後のスピーカ装置の正面）に対する出力角度γ（γ＝β－θ）を
計算し、このγを新たな出力角度とする。これを全チャンネルの音声ビームについて設定
することで、視聴位置に音声ビームを到達させることができる。なお、Ｃチャンネルにつ
いては、音声ビームの出力角度を変更せずにそのまま出力すればよいが、相対距離が変化
しているため、焦点位置をスピーカ装置から離れた位置に変更する、音量を上げる、等の
処理を行ってもよい。
【００３８】
　なお、制御部１２は、ユーザからの指示により、図６と図８の調整態様を切り替える。
また、調整態様を切り替えるのではなく、図７および図９で求められるγの値について、
それぞれの中間値を最終的な出力角度として計算してもよい。あるいはビーム幅を広げ、
両方の位置に音声ビームが到達するようにすることも可能である。なお、ビーム幅を広げ
る場合、パワーが低下した分だけ音量を上げるものとする。
【００３９】
　なお、図５に示したテーブルの計算は、図６および図８で説明した例においても同様に
行う。実際にスピーカ装置が回転したときには、メモリ１３からテーブルを読み出すこと
でディレイ量を設定する。
【００４０】
　次に図１０は、上記制御部１２の動作を示したフローチャートである。ユーザが室内形
状やスピーカ設置位置を入力したとき、またはテスト音声ビームによる測定を指示したと
き、同図の動作を開始する。
【００４１】
　まず、制御部１２は、そのときの回転角度の値を基準角度としてメモリ１３に記録する
（ｓ１１）。そして、角度変化があるまで待機し（ｓ１２）、角度変化があった場合、そ
の角度変化が微調整範囲（±５度以内）であるか否かを判断する（ｓ１３）。角度変化が
微調整範囲内（±５度以内）であれば、図３および図４に示した出力角度の調整を行い、
全チャンネルの音声ビームの出力角度を調整する（ｓ１４）。微調整範囲外（±５度より
大きい場合）であれば、図６および図７（または図８および図９）に示した出力角度の調
整を行い、センタチャンネル以外の音声ビームの出力角度を調整する。
【００４２】
　なお、上記例では、水平方向の出力角度の調整について説明したが、薄型テレビの壁掛
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けマウント等、垂直方向にも角度を変更する器具に取り付けられた場合、図１１に示すよ
うに音声ビームを垂直方向にも調整するように構成することも可能である。この場合、ス
ピーカ装置に垂直方向の角度（同図のφ）を検出するセンサを内蔵させる。
【００４３】
　また、本実施形態は、以下のような変形例も可能である。図１２（Ａ）は、変形例に係
るスピーカシステムの構成を示すブロック図であり、同図（Ｂ）は、同スピーカシステム
の外観図である。なお、図２と共通する構成については同一の符号を付し、その説明を省
略する。
【００４４】
　このスピーカシステムは、スピーカ装置３と、スピーカ装置３に接続されるテレビ２と
、からなる。スピーカ装置３とテレビ２は、一体型となっており、テレビ２が回転すると
スピーカ装置３も回転する。
【００４５】
　この例に係るテレビ２は、回転角度センサ２１と回転角度の値を出力する出力Ｉ／Ｆ２
２を備えている。また、スピーカ装置３は、回転角度の値を入力する入力Ｉ／Ｆ１７を備
えている。なお、出力Ｉ／Ｆ２２および入力Ｉ／Ｆ１７は、どのような規格のインタフェ
ースであってもよいが、例えばＨＤＭＩ（登録商標）のＣＥＣベンダーコマンドを用いる
。
【００４６】
　このスピーカシステムは、図２に示したスピーカ装置１の回転角度センサ１４をテレビ
２の回転角度センサ２１で代用するものである。制御部１２が行う動作は、上記図１０で
説明したフローチャートと同様である。このように、テレビ２に回転角度センサを備え、
スピーカ装置３がその検出角度を用いて音声ビームの出力角度を調整するように構成する
ことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】音声ビームの経路を示した図である。
【図２】スピーカ装置の構成を示すブロック図および外観図である。
【図３】音声ビームの出力角度調整を示した図である。
【図４】角度調整方法の例を示した図である。
【図５】角度変化と各スピーカユニットに設定するディレイ量の関係を示したものである
。
【図６】音声ビームの出力角度調整の他の例を示した図である。
【図７】角度調整方法の他の例を示した図である。
【図８】音声ビームの出力角度調整の変形例を示した図である。
【図９】角度調整方法の変形例を示した図である。
【図１０】制御部１２の動作を示したフローチャートである。
【図１１】垂直方向の角度調整を示す図である。
【図１２】変形例に係るスピーカシステムの構成を示すブロック図および外観図である。
【符号の説明】
【００４８】
１－ＰＣ
２－ディスプレイ
３－スピーカ装置
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